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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の健康状態を決定する方法であって、当該方法は、
　前記被験者によって呼気中に吐き出された空気の絶対湿度及びボリュームを経時的に決
定するステップと、
　呼気前に前記被験者の呼吸器系において等温飽和限界（ＩＳＢ）より上側であった空気
の特徴を決定するために、前記被験者によって吐き出された空気の決定された前記絶対湿
度及び前記ボリュームを解析するステップと、
　を含み、
　前記被験者の前記ＩＳＢは、前記被験者の呼吸器系において、吸気が体温に達し、水で
完全に飽和された状態となる場所である、方法。
【請求項２】
　前記被験者の水分補給レベルを推定するために、前記被験者の呼吸器系において前記Ｉ
ＳＢより上側であった空気の前記特徴を使用するステップを更に含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記水分補給レベルを推定するために、前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより
上側であった空気の前記特徴を使用する前記ステップは、前記被験者の体形及び／又は大
きさについて、前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより上側であった空気の前記特
徴を補正するステップを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記被験者によって吸い込まれた空気の周囲条件について、前記被験者の呼吸器系にお
いて前記ＩＳＢより上側であった空気の前記特徴を補正するステップを更に含む、請求項
１乃至３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより上側であった空気の前記特徴は、
　（ｉ）前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより上側の空気のボリューム、
　（ｉｉ）時間に対する前記絶対湿度のプロットの下の領域、
　（ｉｉｉ）時間に対する前記絶対湿度のプロットの一部の下の領域、
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　（ｉｖ）呼気の開始から特定の時間間隔後の前記絶対湿度の振幅、及び、
　（ｖ）前記被験者による呼気の特定の時間における又は一部に亘る前記絶対湿度の傾斜
、勾配、変化率又は上り傾斜、
　のうちの任意の１つ以上である、請求項１乃至４の何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　適切なコンピュータ、プロセッサ又は制御ユニットによって実行されると、前記コンピ
ュータ、前記プロセッサ又は前記制御ユニットに、請求項１乃至５の何れか一項の方法を
行わせるコンピュータ可読コードが具現化されているコンピュータ可読媒体を含むコンピ
ュータプログラムプロダクト。
【請求項７】
　被験者の健康状態を決定するデバイスであって、当該デバイスは、
　前記被験者によって呼気中に吐き出された空気の絶対湿度及びボリュームを経時的に決
定し、呼気前に前記被験者の呼吸器系において等温飽和限界（ＩＳＢ）より上側であった
空気の特徴を決定するために、前記被験者によって吐き出された空気の決定された前記絶
対湿度及びボリュームを解析する制御ユニットを含み、
　前記被験者の前記ＩＳＢは、前記被験者の呼吸器系において、吸気が体温に達し、水で
完全に飽和された状態となる場所である、デバイス。
【請求項８】
　前記制御ユニットは更に、前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより上側であった
空気の前記特徴を基準値のセットと比較することによって、前記被験者の呼吸器系におい
て前記ＩＳＢより上側であった空気の前記特徴を使用して、前記被験者の水分補給レベル
を推定する、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記被験者によって吐き出された空気の絶対絶対湿度を測定する絶対湿度センサを更に
含む、請求項７又は８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記被験者によって吐き出された空気の相対湿度及び温度をそれぞれ測定する相対湿度
センサ及び温度センサを更に含み、前記制御ユニットは、測定された相対湿度及び温度か
ら、前記被験者によって吐き出された空気の前記絶対湿度を経時的に決定する、請求項７
又は８に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記被験者によって吐き出された空気の流量を測定する気流センサを更に含み、前記制
御ユニットは、測定された前記流量から、前記被験者によって吐き出された空気のボリュ
ームを決定する、請求項７乃至１０の何れか一項に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記被験者によって空気が吐き出される際の空気圧を測定する空気圧センサを更に含み
、前記制御ユニットは、測定された空気圧から、前記被験者によって吐き出された空気の
ボリュームを決定する、請求項７乃至１０の何れか一項に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより上側であった空気の前記特徴は、（ｉ）
前記被験者の呼吸器系において前記ＩＳＢより上側の空気のボリューム、（ｉｉ）時間に
対する前記絶対湿度のプロットの下の領域、（ｉｉｉ）時間に対する前記絶対湿度のプロ
ットの一部の下の領域、（ｉｖ）呼気の開始から特定の時間間隔後の前記絶対湿度の振幅
、及び、（ｖ）前記被験者による呼気の特定の時間における又は一部に亘る前記絶対湿度
の傾斜、勾配、変化率又は上り傾斜、のうちの任意の１つ以上である、請求項７乃至１２
の何れか一項に記載のデバイス。
【請求項１４】
　呼吸管を更に含み、前記呼吸管は、前記呼吸管が前記被験者によって簡単に使用される
ことを可能とするように、例えばマウスピース、鼻カニューレ、鼻マスク、鼻口マスク、
フルフェイスマスク及び全面マスクである患者インターフェースを含み、前記呼吸管は、
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前記被験者に換気を提供する換気システムに更に接続可能である、請求項７乃至１３の何
れか一項に記載のデバイス。
【請求項１５】
　請求項７乃至１４の何れか一項に記載のデバイスを含み、換気システムによって被験者
に提供されるベンチレータの空気の湿度を調節する加湿システムを任意選択的に更に含む
、被験者の換気を提供する換気システム。
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摘要(译)

在一个方面，提供了一种确定受试者的健康的方法。 该方法包括以下步
骤：确定受试者随时间呼出的绝对湿度和空气量，以及受试者呼入以确
定高于受试者的等温饱和度极限（ISB）的空气的特征。 分析确定的绝
对湿度和存储的空气量。
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